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方
財
政
は
、
国
の
急
速
な
構
造
改
革

　
　
　

の
影
響
を
大
き
く
受
け
、
加
え
て
景

気
回
復
が
広
が
り
の
な
い
段
階
で
は
、
都
市

と
の
地
域
格
差
が
あ
き
ら
か
で
、
多
く
の
地

方
自
治
体
で
は
、
極
め
て
厳
し
い
財
政
状
況

が
い
ま
だ
続
い
て
お
り
、
な
お
一
層
の
行
財

政
改
革
の
着
実
な
推
進
の
も
と
に
財
政
構
造

の
早
期
転
換
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
実
態
に
あ
り
ま
す
。

　

町
の
歳
入
に
つ
い
て
は
、
町
税
は
定
率
減

税
の
廃
止
や
税
源
移
譲
な
ど
で
増
額
と
な
り

ま
す
が
、
地
方
交
付
税
な
ど
の
主
要
一
般
財

源
が
縮
減
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
財
源
の

構
造
的
に
は
依
然
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
財
政
環
境
で
、
新
た
な
分
権

時
代
に
向
け
、
行
財
政
改
革
実
施
計
画
の
目

標
で
あ
る
、
基
金
に
依
存
し
な
い
財
政
構
造

へ
の
転
換
を
図
る
た
め
に
、
事
務
事
業
ご
と

に
さ
ら
な
る
検
証
を
加
え
、「
選
択
と
集
中
」

に
よ
る
効
率
的
な
行
政
執
行
に
努
め
る
と
と

も
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
や
民
間
団
体
と
行
政

が
、
今
ま
で
以
上
に
責
任
と
役
割
を
分
担
し

な
が
ら
、
協
働
に
よ
る
新
し
い
仕
組
み
に
よ

る
、
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
本
年
度
の
予
算
編
成
で

は
、
予
算
枠
を
課
単
位
に
配
分
す
る「
予
算
枠

配
分
方
式
」を
導
入
し
て
、
各
課
の
自
主
性
・

自
立
性
の
確
保
と
職
員
の
自
治
体
経
営
意
識

の
醸
成
を
図
っ
た
う
え
で
、
政
策
の
観
点
か

ら
総
合
的
な
判
断
を
加
え
た
予
算
編
成
を
行

い
ま
し
た
。

　

こ
の
厳
し
い
状
況
の
中
で
、
財
政
の
安
定

化
に
向
け
た
諸
課
題
を
、
町
民
の
皆
さ
ん
を

は
じ
め
地
域
の
民
間
団
体
の
皆
さ
ん
と
行
政

が
協
働
し
て
乗
り
越
え
、
将
来
に
希
望
の
持

て
る
、
真
の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
こ
と
が
、
私
に
課
せ
ら
れ

た
責
務
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
強
く
認
識

し
、
今
後
の
行
政
運
営
に
あ
た
り
ま
す
の
で
、

町
民
皆
さ
ん
並
び
に
議
員
皆
さ
ん
の
特
段
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

「
四
季
彩
の
ま
ち
・
か
み
ふ
ら
の
〜
ふ
れ
あ
い
大
地
の
創
造
」
の
実
現
を
め
ざ
し
て　
��
効
率
的
で
持
続
可
能
な
財
政
へ

効
率
的
で
持
続
可
能
な
財
政
へ��
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町
政
執
行
方
針

広報かみふらの 2007.4  �

教育行政執行方針を述べる中澤教育長教育行政執行方針を述べる中澤教育長

町政執行方針を述べる尾岸町長町政執行方針を述べる尾岸町長

教
育
行
政
執
行
方
針

　
　
　

育
の
分
野
に
お
き
ま
し
て
も
、
教
育

　
　
　

基
本
法
の
改
正
や
ゆ
と
り
教
育
の
見

直
し
、
ま
た
教
育
委
員
会
制
度
の
あ
り
方
な

ど
、
教
育
改
革
に
関
す
る
議
論
が
本
格
化
し

て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
次
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
が
倫
理
観
や
規
範
意
識
を
確
実
に

身
に
つ
け
、
学
力
と
人
格
を
磨
き
、
健
や
か

な
心
身
を
も
っ
て
、　

世
紀
の
社
会
に
大
き

２１

く
羽
ば
た
い
て
ほ
し
い
と
願
う
心
か
ら
で

す
。

　

本
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
子
ど
も
た
ち
が

輝
く
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
国
の
教

育
の
進
む
べ
き
方
向
や
、
そ
の
あ
り
方
の
動

向
を
注
意
深
く
見
守
る
と
と
も
に
、
命
を
大

切
に
す
る
心
や
思
い
や
り
の
心
、
自
ら
を
律

す
る
心
な
ど
の
「
豊
か
な
心
」
と
「
確
か
な

学
力
」、
そ
し
て
た
く
ま
し
く「
生
き
る
力
」を

持
つ
子
ど
も
た
ち
の
育
成
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
学
校
の
危
機
管
理
や
、
い
じ
め
問

題
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
に
係
わ
り
、
全
国
的

に
憂
慮
す
べ
き
問
題
が
発
生
し
、
緊
急
の
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
「
い
じ
め
」

の
問
題
に
つ
い
て
は
、
い
じ
め
は
絶
対
に
許

さ
な
い
と
い
う
強
い
意
志
の
も
と
、
学
校
、

家
庭
は
も
と
よ
り
、
地
域
の
協
力
・
連
携
に
よ

り
命
を
大
切
に
す
る
教
育
を
充
実
し
、
い
じ

め
の
根
絶
を
図
り
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
教
育
に
関
す
る

今
日
的
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成　
１９

年
度
の
重
点
推
進
項
目
と
し
て
「
あ
い
さ
つ

運
動
」
と
「
早
寝
、
早
起
き
、
朝
ご
は
ん
運

動
」に
取
り
組
み
、
人
と
人
と
の
心
の
つ
な
が

り
を
深
め
、
子
ど
も
た
ち
の
望
ま
し
い
基
本

的
な
生
活
習
慣
の
育
成
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　

未
来
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
教

育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
り
、
子

ど
も
た
ち
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
育
ち
、

激
動
の
時
代
に
あ
っ
て
も
夢
や
希
望
に
向

か
っ
て
た
く
ま
し
く
生
き
抜
く
力
を
育
む
施

策
の
充
実
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。　　

　

教



平成19年度平成19年度

町の全会計の予算総額は町の全会計の予算総額は113億7,776万円113億7,776万円

■ 平成19年度上富良野町各会計予算 ■ （単位：万円）千円単位四捨五入しています

対　比比　較平成１8年度平成１9年度会　計　名

▲ 7.0％▲ 4億6,800万円67億1,800万円62億５,000万円一般会計合計

18.3％2億1,186万円11億５,９６3万円13億7,149万円国民健康保険特別会計

特
別
会
計

1.0％1,112万円11億５,467万円11億6,579万円老人保健特別会計

 0.8％ 270万円3億5,830万円3億6,100万円公共下水道事業特別会計

▲ 9.9％▲ 958万円9,678万円8,720万円簡易水道事業特別会計

▲ 2.3％▲ 1,540万円6億6,940万円6億5,400万円介護保険特別会計

▲ 6.8％▲ 2,000万円2億9,400万円2億7,400万円ラベンダーハイツ事業特別会計

4.8％1億8,070万円37億3,277万円39億1,347万円特別会計合計

 ▲ 1.4％▲ 1,298万円9億1,218万円8億9,920万円病院事業会計公
営
企
業
会
計 9.8％2,805万円2億8,704万円3億1,509万円水道事業会計

1.3％  1,508万円11億9,921万円12億1,429万円公営企業会計合計

▲ 2.3％▲ 2億7,221万円116億4,998万円113億7,776万円総 合 計

当初予算額の推移
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　第４次上富良野町総合計画（平成１１～２０年

度）の最終段階を迎える現時点では、流動的な

地方交付税や少子高齢化・人口減少などによ

り、財政環境の先行きが不透明な状況にあり

ますが、国の動向などを十分見極めながら総

合計画に掲げた「四季彩のまち・かみふらの

～ふれあい大地の創造」の可能な限りの実現

に向けて最大限の努力をしてまいります。

� 広報かみふらの ２００７.４
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【
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
】

○
社
会
福
祉
・
地
域
福
祉
の
推
進

○
高
齢
者
福
祉
の
推
進
（
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
機
能
充
実
、
在
宅
福
祉
事

業
・
介
護
・
医
療
・
地
域
生
活
支
援
の

推
進
）

○
障
害
者
自
立
支
援
事
業
の
推
進

○
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ
施
設
整
備
（
暖
房

ボ
イ
ラ
ー
等
の
更
新
）

○
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
の
運
営
（
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
・
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
子
育
て
支
援
、
療
育
の
推
進
）

　
【
農
業
の
ま
ち
づ
く
り
】

○
日
豪
F
T
A
交
渉
に
お
け
る
農
畜
産
物

の
関
税
撤
廃
阻
止
運
動
の
推
進

○
農
業
生
産
基
盤
等
の
整
備
（
道
営
事
業
、

演
習
場
周
辺
農
業
用
施
設
等
）

○
農
業
経
営
安
定
対
策
の
推
進
（
品
目
横

断
的
経
営
安
定
対
策
の
推
進
、
農
地
・

水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業
の
推
進
・

奨
励
作
物
振
興
事
業
の
推
進
）

○
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
の
推
進
（
狩
猟
免

許
取
得
の
助
成
）

　
【
森
の
ま
ち
づ
く
り
】

○
森
林
の
育
成
整
備
（
人
工
造
林
・
除
間

伐
・
下
刈
ほ
か
）

【
商
業
・
工
業
の
ま
ち
づ
く
り
】

○
商
業
振
興
事
業
の
推
進

○
中
小
企
業
へ
の
事
業
資
金
融
資

【
観
光
の
ま
ち
づ
く
り
】

○
富
良
野
・
美
瑛
広
域
観
光
事
業
等
に
よ

る
観
光
客
誘
致

○
地
域
観
光
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
支
援

【
健
康
の
ま
ち
づ
く
り
】

○
健
康
増
進
の
推
進
（
各
種
健
診
に
よ
る

生
活
習
慣
病
の
予
防
活
動
・
学
習
活
動

体
制
の
整
備
）

○
母
子
保
健
事
業
の
充
実

○
国
民
健
康
保
険
事
業
・
老
人
保
健
事
業

の
安
定
的
な
運
営　

○
国
保
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業
の
推
進

○
町
立
病
院
の
経
営
改
善
の
検
討

【
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
】

○
私
立
幼
稚
園
へ
の
支
援

○
中
央
保
育
所
の
整
備
（
屋
上
防
水
）

○
小
・
中
学
校
施
設
・
教
育
施
設
の
整
備

○
特
別
支
援
教
育
の
推
進
（
特
別
支
援
教

育
助
手
の
配
置
）

○
学
校
給
食
の
充
実
（
配
送
車
の
更
新
）

○
上
富
良
野
高
校
の
存
続
要
望
運
動
の
推

進
○
児
童
福
祉
の
推
進
（
放
課
後
プ
ラ
ン
）

○
社
会
教
育
の
推
進
（
公
民
館
講
座
・
図

書
館
の
充
実
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
等
の
開

催
）

○
多
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー
（
旧
東
中
保
育

所
・
旧
清
富
小
学
校
）
の
有
効
活
用

【
豊
か
な
人
材
の
ま
ち
づ
く
り
】

○
地
域
間
交
流
・
国
際
交
流
の
推
進
（
津

市
・
カ
ム
ロ
ー
ズ
市
）

少
子
高
齢
化
を
迎
え
、
保
健

少
子
高
齢
化
を
迎
え
、
保
健
・
医
・
医

療
・
療
・
福
祉
・
教
育
の
充
実
を
図
り
、

福
祉
・
教
育
の
充
実
を
図
り
、

一
人
ひ
と
り
が
健
康
で
、
生
き
が

一
人
ひ
と
り
が
健
康
で
、
生
き
が

い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま

い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。
す
。

豊
か
な
心
の
人
の
ま
ち

人

農
林
業
、
商
工
業
の
振
興
を
推
進

農
林
業
、
商
工
業
の
振
興
を
推
進

し
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
活

し
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
活

力
あ
る

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。
す
。

活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち

職
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平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成1111111111111111111111111111111111111111199999999999999999999999999999999999999999年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度 まままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち平成19年度　まちのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主なななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななな事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業事業
　
【
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
】

○
か
み
ふ
ら
の
景
観
づ
く
り
基
本
計
画
の

策
定

【
潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
】

○
見
晴
台
公
園
の
有
効
活
用
・
運
営

○
富
町
団
地
町
営
住
宅
の
整
備

【
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
】

○
生
活
水
の
安
定
供
給

○
下
水
道
浄
化
セ
ン
タ
ー
設
備
等
の
維
持

管
理

○
ゴ
ミ
減
量
化
・
ゴ
ミ
分
別
の
推
進

○
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
安
定
稼
動
と
適

正
な
維
持
管
理

○
合
併
浄
化
槽
設
置
へ
の
助
成

【
住
民
の
ま
ち
づ
く
り
】

○
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
基
本
ル
ー
ル

「（
仮
称
）
自
治
基
本
条
例
」
の
制
定

○
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
（「
広

報
か
み
ふ
ら
の
」「
防
災
か
み
ふ
ら
の
」

「
行
政
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」「
出
前
講
座
」

な
ど
に
よ
る
情
報
提
供
）

○
広
聴
活
動
の
推
進
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
、
ま
ち
づ
く
り
ト
ー
ク
、
町
長
と

語
ろ
う
の
実
施
）

○
自
治
活
動
の
推
進
（
住
民
自
治
活
動
推

進
交
付
金
・
自
治
活
動
奨
励
事
業
補
助

金
に
よ
る
自
治
活
動
の
奨
励
）

【
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
】

○
地
域
安
全
の
推
進
（
関
係
機
関
等
と
の

連
携
）

○
交
通
安
全
の
推
進
・
啓
発

○
住
民
相
談
窓
口
の
充
実
（
消
費
生
活
相

談
、
法
律
相
談
）

○
町
国
民
保
護
計
画
の
推
進

○
自
主
防
災
組
織
の
再
編
成
支
援
に
よ
る

地
域
防
災
力
の
強
化

○
消
防
機
能
の
強
化
（
高
所
救
助
作
業
車

の
導
入
）

○
除
排
雪
の
実
施

【
広
が
り
の
ま
ち
づ
く
り
】

○
道
路
・
橋
梁
の
整
備
と
適
正
な
維
持
管

理
○
町
営
バ
ス
の
運
行
（
通
勤
・
通
学
、
生

活
路
線
の
確
保
、
老
朽
車
両
の
更
新
）

【
行
政
の
ま
ち
づ
く
り
】

○
第
５
次
町
総
合
計
画
の
策
定

○
行
財
政
改
革
実
施
計
画
の
着
実
な
推
進

○
行
政
組
織
機
構
改
革
に
よ
る
効
率
的
な

行
政
運
営
（　

課　

班
体
制
に
改
編
）

１０

22

○
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る
効
率
的
な
行

政
運
営
の
推
進

○
納
税
環
境
の
改
善
及
び
税
収
の
確
保

（
コ
ン
ビ
ニ
収
納
シ
ス
テ
ム
整
備
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
制
限
措
置
条
例
の
適
正

運
用
）

○
広
域
連
合
の
検
討
（
富
良
野
広
域
連
合

準
備
委
員
会
に
よ
る
一
部
事
務
組
合
・

国
保
・
介
護
保
険
な
ど
）

○
陸
上
自
衛
隊
上
富
良
野
駐
屯
地
の
現
状

規
模
堅
持
に
向
け
た
要
請
活
動
の
展
開

（
自
衛
隊
関
係
協
力
団
体
と
の
連
携
）

生
活
環
境
な
ど
の
居
住
環
境
を
整

生
活
環
境
な
ど
の
居
住
環
境
を
整

備
し
、
安
全
で
ゆ
と
り
あ
る

備
し
、
安
全
で
ゆ
と
り
あ
る
ま
ち
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

住
み
よ
い
快
適
な
ま
ち

住

　

町
民
参
加
に
よ
る
協
働
の

町
民
参
加
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

共
に
創
る
ま
ち

共
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平成19年度の町の予算は、

町の行政ホームページ及

び町政情報提供コーナー

でご覧いただけます。

■詳しいことは、

　総務課企画財政班

　��6980

平成19年度予算が、3月議会で審議され決定しました。
予算は、これから1年間のまちの『お金の使い道』であり、
私たちのまちづくり、暮らしのための身近なお金です。
本年度の予算の特徴と主な使い道についてお知らせします。円です（前年対比△7.0%）

収 入収　入
自
主
財
源

自
主
財
源
（

・
5
%
）

（　

・
5
%
）

2626

町税町税 10　10億5,668万円(16.9%)億5,668万円(16.9%)

繰入金　9,827万円(1.6%)

諸収入　2億1,072万円(3.4%)

使用料・手数料　1億3,107万円(2.1%)

繰越金　6,000万円(1.0%)

分担金・負担金　8,426万円(1.3%)

財産収入、寄付金　1,265万円(0.2%)

依 
存 
財 
源
（　

・
5
%
）

73

地方交付税　26億8,500万円(43.0%)

国庫支出金　7億5,707万円(12.1%)

町債　2億8,360万円(4.5%)

道支出金　4億1,878万円(6.7%)

その他交付金　2億8,870万円(4.6%)

地方譲与税　1億6,320万円(2.6%)

歳入の内容
町民の皆さんが、納めている税金
です。町民税､固定資産税､軽自動
車税、たばこ税などがあります｡
町税は町自ら調達できる自主財源
の一つで、町が自主的な行政活動
をするための基礎となる財源です｡
町民１人あたり　86,000円

町　税

財源調整のためや公共施設整備な
どその目的にあった事業を行うた
めに､町が積み立てている基金（貯
金）からの取崩金です｡
町民１人あたり　8,000円

 繰入金

自治体間の財源の不均衡を調整し、
全ての自治体が一定水準の行政レ
ベルを維持できるよう国が集めた
国税の一定割合が地方自治体に交
付されます。本町の歳入の構成は
地方交付税の割合が高いため､国の
財政政策に影響されやすい財源構
造となっています｡
町民１人あたり　219,000円

地方交付税

特定の事業の経費に充てるために、
国や北海道から交付される補助金
や負担金のことです｡
国庫支出金の中には、本町に自衛
隊駐屯地や演習場があることに
よって交付される防衛省関係補助
金が総額で5億8,464万円含まれて
います｡（7頁別表参照）
町民１人あたり　96,000円

国庫支出金
道支出金

施設の建設や土木工事など、多額
の経費を必要とするときの国や金
融機関からの借入金です｡
町民１人あたり　23,000円

町　債

残　　高区　　分

94億2,084万円一般会計

 7億　691万円 簡易水道事業特
別
会
計

３2億2,193万円 公共下水道事業

       7,601万円 ラベンダーハイツ事業

  1億1,826万円 病院事業企
業
会
計 9億4,585万円 水道事業

144億8,980万円合　　計

■町債（借金）残高 平成19年度末予定　　金　額基金の種類

5億2,318万円  財政調整基金　
財
政
調
整
分 4億6,290万円  減債基金　

２億   290万円  公共施設整備基金

特
定
目
的
分

2,206万円  農業振興基金
5,942万円  十勝岳地区開発事業基金
533万円  科学技術奨励賞基金　
8,666万円  国内外交流推進基金

2億4,007万円  国営土地改良事業負担金基金
546万円  子ほめ基金

１億8,500万円  地域福祉基金
17億9,298万円 一般会計合計

■基金（貯金）残高 平成19年度末予定

 ※グラフの（ ）は、予算構成比です。 ※グラフの（　）は、予算構成比です。
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■ 防衛省関係補助金等一覧 [一般会計分] ■
補助金額事　業　名補助事業名
650万円道路側溝整備(富原地区 他)

特定防衛施設周辺整備調
整交付金事業

3,150万円消防車両購入(高所救助作業車)
1,450万円教育用コンピューター整備(上富良野中学校)
1,850万円扇町通り改良舗装
450万円セントラルプラザボイラー更新
450万円農産物加工実習施設ボイラー更新
600万円給食配送車購入
5,416万円演習場周辺農業用施設設置助成(農業用機械購入)防衛施設周辺民生安定施設整備事業
922万円北２４号道路舗装補修

防衛施設周辺障害防止事
業

1億4,214万円北２４号排水路支線整備
3,607万円中の沢排水路整備
3,333万円東1線排水路整備

1億2,911万円南部地区土砂流出対策上富良野演習場障害防止
事業 9,218万円演習場進入路舗装補修

244万円騒音防止対策事業関連維持費
（保育所、小・中学校の電気料）防音事業関連維持費

5億8,464万円合　 　計

町民１人当たりの額は、平成１9年3月31日現在、
12,270人で算出しています。(※千円未満四捨五入)

平成19年度
一般会計予算額は集特

給与費の合計は、 給与費の合計は、１0億9,148万円１0億9,148万円です。です。
※歳出グラフの中に、給与費(内数)が含まれています。 ※歳出グラフの中に、給与費(内数)が含まれています。

歳出の内容
土木費　町民1人あたり　
　　　　　　95,000円
【道路、河川、都市計画、公園、
　公営住宅など】

公債費　町民1人あたり
　　　　　　92,000円
【借金の返還金など】

衛生費　町民1人あたり
　　　　　　82,000円
【健康管理、ごみ処理、上水道など】

民生費　町民1人あたり
　　　　　　　67,000円
【高齢者及び障がい者福祉、
   子育て、保育所など】

総務費　町民1人あたり　
　　　　　　　51,000円
【全般的な管理経費、戸籍、課税、
　選挙、交通安全など】

教育費　町民1人あたり
　　　　　　38,000円
【学校、社会教育、給食センターなど】

農林業費　町民1人あたり
　　　　　　36,000円
【農林業の振興、農業委員会活動など】

消防費　町民1人あたり　
　　　　　　24,000円
【消防活動など】

商工費　町民1人あたり　
　　　　　　17,000円
【商工業の振興、企業誘致など】

議会費　町民1人あたり　
　　　　　　　　7,000円
【議会活動など】

諸支出金　町民1人あたり
　　　　　　　1,000円
【教員及び職員住宅建設に伴なう返還金など】

62億5,000
支 出支　出

総務費 6総務費 6億2億2,539,539万円(10.0%)万円(10.0%)

民生費 8億2,244万円(13.2%)民生費 8億2,244万円(13.2%)

衛生費 10億595万円(16.1%)

商工費商工費 2億530万円(3.3%)2億530万円(3.3%)

消防費消防費 2億9,244万円(4.72億9,244万円(4.7%%))

予備費1,000万円(0.2%)

諸支出金 1,091万円(0.2%)

労働費 56労働費 56万円(0.0%)万円(0.0%)

教育費 4教育費 4億6,137万円(7.4%)億6,137万円(7.4%)

土木費 11億6,280万円(18.6%)

公債費 11億2,531万円(18.0%)

議会費 8議会費 8,,412万円(1.3%)412万円(1.3%)

農林業費 4農林業費 4億4,342万円(7.1%)億4,342万円(7.1%)

うち給与費うち給与費
1億2,123万円 1億2,123万円

うち給与費うち給与費
1億1,455万円 1億1,455万円

うち給与費うち給与費
7,853万円 7,853万円

うち給与費うち給与費
4億309万円 4億309万円

うち給与費うち給与費
1億6,134万円 1億6,134万円

うち給与費うち給与費
1億5,282万円 1億5,282万円

うち給与費うち給与費
3,492万円 3,492万円

うち給与費うち給与費
2,500 2,500万円万円
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厳
し
さ
増
す
ま
ち
の
台
所
事
情

厳
し
さ
増
す
ま
ち
の
台
所
事
情　
　

で
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
当
事
者
意
識
を

も
っ
て
予
算
編
成
作
業
に
参
画
し
て
進
め
て

き
ま
し
た
。　

ま
た
、
町
長
が
政
策
判
断
を
加

え
、
予
算
化
で
き
る
「
政
策
調
整
枠
」
を
新

設
し
て
総
合
的
に
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

　

結
果
と
し
て
、
人
件
費
や
物
件
費
な
ど
総

体
的
に
各
経
費
を
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
か
ら
、
各
種
基
金
（
貯
金
）
の
取
り
崩

し
額
は
、
前
年
度
よ
り
約
1
億
7
千
万
円
減

の
9
千
8
百
万
円
と
し
、
繰
越
金
に
つ
い
て

も
前
年
度
よ
り
3
千
万
円
減
額
し
て
収
支
均

衡
を
図
り
ま
し
た
。　

　

本
年
度
の
予
算
の
内
容
を
見
て
み
ま
す

と
、
収
入
で
は
全
体
の　

・
5
％
が
依
存
財

73

源
、
い
わ
ゆ
る
国
・
道
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方

交
付
税
や
補
助
金
な
ど
で
占
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
本
町
の
財
政
構
造
は
国
の
財
政

政
策
に
影
響
さ
れ
や
す
い
し
く
み
に
な
っ
て

お
り
、
と
り
わ
け
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、

横
ば
い
あ
る
い
は
縮
減
方
向
に
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
自
主
財
源
で
あ
る
町
税
は
収
入
全

体
の　

・
9
％
に
し
か
過
ぎ
ず
、
ま
だ
ま
だ

16

景
気
回
復
に
よ
る
増
収
は
見
込
め
な
い
状
況

に
あ
り
、
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
こ
と
が

予
測
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
支
出
に
お
い
て
も
人
件
費（
職
員
給

与
費
な
ど
）
や
公
債
費
（
今
ま
で
の
借
金
）

な
ど
義
務
的
経
費
が
全
体
の　

・
7
％
を
占

43

め
て
お
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
充
て
る
経
費

の
割
合
が
年
々
少
な
く
な
っ
て
き
て
お
り
、

財
政
の
硬
直
化
が
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
毎
日
の
よ
う
に
各
地
の
自
治
体
の

財
政
問
題
が
新
聞
紙
上
を
に
ぎ
わ
せ
て
い
ま

す
が
、
本
町
に
お
い
て
も
常
に
危
機
感
を
持

ち
、
行
財
政
改
革
の
め
ざ
す
、「
持
続
可
能
な

財
政
構
造
へ
の
転
換
、
基
金
に
依
存
し
な
い

財
政
運
営
」の
実
現
に
向
け
て
、
引
き
続
き
着

実
に
行
財
政
改
革
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

基
金
に
依
存
し
な
い

財
政
運
営
を
め
ざ
し
て

　

一
般
会
計
の
予
算
額
は
、　

億
５
千
万
円

６２

で
、
前
年
対
比　

％
の
減（
４
億
６
千
８
百
万

７．０

円
減
）で
、
平
成　

年
度
か
ら
４
年
連
続
で
前

１６

年
度
予
算
を
下
回
る
「
緊
縮
型
予
算
」
と
し

ま
し
た
。

　

本
年
度
の
予
算
の
特
徴
は
、
歳
入
（
収
入
）

で
は
、
町
税
が
前
年
度
よ
り
約
１
億
５
千
６

百
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

国
の
「
三
位
一
体
改
革
」
に
よ
る
も
の
で
、

税
源
が
国
か
ら
各
市
町
村
に
移
譲
さ
れ
た
結

果
、
自
主
財
源
で
あ
る
町
税
が
増
え
ま
し
た
。

皆
さ
ん
が
今
ま
で
所
得
税
と
し
て
国
に
納
め

て
い
た
税
金
の
一
部
が
、
町
に
町
税
と
し
て

納
め
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
、
従
来
の
国

か
ら
各
市
町
村
へ
交
付
さ
れ
て
い
た
所
得
譲

与
税
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
歳
出
（
支
出
）
で
は
大
型
事
業
（
国

営
事
業
負
担
金
一
括
償
還
、
道
路
・
橋
梁
整

備
、
見
晴
台
公
園
整
備
な
ど
）が
終
了
し
た
こ

と
や
行
財
政
改
革
に
よ
り
人
件
費
を
は
じ
め

と
す
る
各
経
費
の
縮
減
を
図
っ
た
こ
と
で
、

ほ
と
ん
ど
の
支
出
科
目
に
お
い
て
前
年
度
よ

り
減
額
と
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
新
規
事
業
と
し
て
は
、
教
育
関

連
で
上
富
良
野
中
学
校
の
「
教
育
用
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
整
備
」、「
上
富
良
野
小
学
校
・
中

学
校
の
整
備
」、
放
課
後
児
童
の
安
全
な
居
場

所
づ
く
り
の
た
め
の
「
放
課
後
プ
ラ
ン
」、
農

業
関
連
で
は
、
農
地
、
水
路
、
農
道
等
の
維

持
・
長
寿
命
化
を
目
的
と
し
た
共
同
管
理
活

動
支
援
と
し
て
「
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向

上
対
策
」
を
、
ま
た
、
利
便
性
を
高
め
る
た

め
コ
ン
ビ
ニ
で
納
税
で
き
る
「
コ
ン
ビ
ニ
収

納
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
す
る
な
ど
の
予
算
措

置
を
行
い
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
効
率
的

な
行
政
執
行
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

�
4
年
連
続
で
前
年
対
比
減
の

　
『
緊
縮
型
』�

『
選
択
と
集
中
』に
よ
る

予
算
編
成

　

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
町
の
行
財
政

改
革
実
施
計
画
の
目
標
で
あ
る
平
成　

年
度

20

に
は
基
金
（
貯
金
）
に
依
存
し
な
い
収
支
均

衡
の
取
れ
た
財
政
運
営
を
基
本
に
据
え
、
予

算
編
成
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

今
回
か
ら
は
従
来
の
事
務
事
業
予
算
の
一

律
削
減
、
い
わ
ゆ
る「
マ
イ
ナ
ス
シ
ー
リ
ン
グ

方
式
」
を
改
め
、
新
た
な
手
法
と
し
て
「
予

算
枠
配
分
方
式
」
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

こ
の
方
式
は
、
義
務
的
経
費
（
人
件
費
、

公
債
費
な
ど
）
を
除
い
た
裁
量
的
経
費
を
対

象
に
一
定
率
を
乗
じ
た
予
算
枠
を
各
課
に
配

分
す
る
も
の
で
、
各
課
に
お
い
て
は
そ
の
枠

の
中
で
、「
選
択
と
集
中
」
に
よ
り
各
事
務
事

業
の
優
先
度
や
必
要
度
に
応
じ
て
、
主
体
的

に
判
断
し
て
予
算
を
積
み
上
げ
て
い
く
も
の

　1

　2

　3

　4

　5

（
億
円
）

H15 （年度）

年度別基金（貯金）取崩し額

特定目的
基金

財政調整
的基金

H16 H17 H18 H19

広報かみふらの 2007.4  �



平成１9年度の行財政改革の主な見直し内容
見 直 し 予 定 額 内　　　容　項　目

670万円

●議員定数の削減（１８人⇒１４人、次期選挙から【平成１９年８月予定】）

行政委員会・
附属機関等の
見直し

●附属機関等の見直し（学校給食センター審議会廃止。総合計画審議会委員数
　【３０人⇒１５人】削減）

●議員・委員旅費(費用弁償)の見直し【宿泊料・日当引下げ】

●道外研修の廃止（農業委員・民生児童委員）

6,630万円

●退職職員の不補充、職員定数適正化計画の前倒し(214人⇒208人)

人件費の抑
制

●諸手当の見直し（期末手当加算額の凍結、管理職手当の定額化、特殊勤務手当　
　の廃止・定額化、時間外勤務手当の縮減）

●選挙投・開票事務(時間外勤務手当)の報酬化

●勤務時間の見直し（週３８時間４５分⇒週４０時間）

●臨時職員の任用縮減、パート化

4,970万円

●旅費の見直し(宿泊料、日当引下げ)
経常経費の
削減

●交際費、食料費、通信運搬費、消耗品等の縮減

●施設管理委託経費の縮減見直し

3,830万円
●西保育所の民間移譲民間活力の

活用 ●指定管理者制度による施設管理(新規：見晴台公園)

1,070万円

●行政推進事務交付金・自治活動推進研修事業補助・地区敬老会
　交付金等（⇒住民自治活動推進交付金へ統合移行）

補助の見直し

補助金等の
整理合理化

●明るい選挙推進協議会交付金（⇒町選管啓発事業へ移行）

●学校給食費徴収事務取扱交付金（⇒学校給食会事業へ移行）

●スズメ蜂駆除費補助（⇒全額自主駆除へ移行）

●地力増進対策推進事業補助（⇒民間団体事業へ移行）

●北の大文字イベント事業補助（⇒観光諸行事負担へ移行）

地域福祉推進事業補助、ボランティアの町づくり事業補助、児童
入所委託施設運営費補助、奨励作物振興事業補助、遠距離通学者
（冬季）部活動交通費補助、私立幼稚園特別活動振興補助、自主
企画芸術鑑賞事業補助、女性リーダー養成補助、スポーツ教室開
催補助、B&G体験航海派遣事業補助

補助の縮減

町職員互助会、民生児童委員会、町社会福祉協議会、町老人クラ
ブ連合会、富良野地方自衛隊協力会上富良野支部、町アグリパー
トナー協議会、島津地区道営経営体育成基盤整備事業促進期成
会、町学校給食会、いしずえ大学自治会、町青少年団体協議会、
ボーイスカウト、町PTA連合会、町体育協会

（団体分）

介護保険料所得段階による受益者負担新設【無料⇒2,000～8,000円】緊急通報システム受益者負担
の適正化 各公共施設使用料設定基準の是正見直し（１５施設）施設利用料

コンビニ収納（納入）サービス導入【町税、国保税、上下水道料金】収納環境の向上徴収対策の
強化 滞納者への行政サービス制限開始（58事業対象）徴収対策の強化

■　平成18年度行財政改革実施計画の進捗状況については、広報かみふらの7月号でお知らせします。

� 広報かみふらの ２００７.４
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平成１９年4月１日から

　若い子育て世帯等の経済的負担の軽減を図る観点か
ら、３歳未満の乳幼児の養育者に対する児童手当の額
を、第１子及び第２子について増額し、出生順位にか
かわらず、一律１万円となりました。
　なお、３歳以上の児童手当の額、支給対象年齢及び
所得制限限度額については、現行どおりです。

【０歳以上３歳未満の児童の養育者】

改　正現　行

月額１万円月額５千円第１子、第２子

現行どおり月額１万円第３子以降

※①今回の改正で、受給者が手続きを行うことはありません。

※②平成１９年４月から３歳未満の児童手当等の額は、
　　一律１万円になりますが、３歳到達後の翌月からは、
　　第１子及び第２子の手当額は、５千円となります。

【３歳以上小学校修了前の児童の養育者】

現行どおり月額５千円第１子、第２子

現行どおり月額１万円第３子以降

◆70歳未満の方の高額療養費制度
　入院等で１か月にかかった医療費が一定の額を超えた場合、国民健康保険等の公的医療保険から高額療養費が支
給されます。
　これまで70歳未満の被保険者の高額療養費については、いったん病院等の窓口で本人負担分を支払ったのちに、
各医療保険に申請し、後日払い戻しする制度（償還払い制度）となっていたため、一時的に高額な負担が発生して
おりましたが、平成１９年４月診療分から、負担軽減を図るため、あらかじめ『限度額適用認定証』の交付を受け、
その認定証を支払いの際に提示することにより、高額療養費を受けた場合の自己負担額のみをお支払いいただくこ
とができるようになりました。（これまで、一部医療機関との間で実施しておりました、委任払い制度は廃止とな
ります。）
　この取扱を受けるためには、あらかじめ『限度額適用認定証』の交付手続きが必要となります。
　詳しいことは、各医療保険者（上富良野町国保の方は町民生活課）までお問い合わせください。　
　なお、『限度額適用認定証』を提示しなかった場合は、これまでと同様（償還払い）の取り扱いとなります。

◆出産育児一時金受取代理制度
　国保に加入している方が出産した場合、出産育児一時金（１子３５万円）が支給されますが、最近の出産環境の変
化により、出産に要する費用も高額となってきており、出産を迎えた世帯については一時的な経済負担が大きく
なっています。そのため、出産育児一時金額を限度とし、出産に要した自己負担額を国保が直接病院に支払うこと
によってその一時的な経済負担を緩和することを目的に、上富良野町国保と各医療機関との個別契約により受取代
理制度の取り扱いを開始しましたのでご案内します。
　なお、受取代理制度については、各医療保険により取り扱いが違いますので、詳しいことは役場町民生活課（国
保以外の方は、加入している医療保険）または、医療機関にお問い合わせください。
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【これまで】
①病院窓口で、３０万円支払い。
②領収書を添えて医療保険へ申請。
③高額療養費として、後日212,570円が支給。
④最終負担額は、87,430円となります。

医療費１００万円、窓口負担額（３割）３０万円の場合（住民税課税世帯）

� 【これから】
①限度額適用認定証の交付を受ける。
②病院窓口で認定証を提示し、87,430円支払い。
③病院は高額療養費分212,570円を含めて医療保険に請求。
④医療保険が高額療養費分を含めて、医療機関へ支払い。

�国保税が未納となっている場合は、高額療養費・出産育児一時金の取扱いに一定の制限があります。制度等詳しいことは　町民生活課総合窓口班��6985

広報かみふらの 2007.4  �



5月1日移転オープン

　富良野協会病院は、富良野圏域各市町村の一部富良野協会病院は、富良野圏域各市町村の一部
支援により、支援により、5月1日より富良野市住吉町に移転し5月1日より富良野市住吉町に移転し
ます。ます。　
現在、富良野圏域　現在、富良野圏域２次医療の中核医療機関とし２次医療の中核医療機関とし

て、急性期医療のみならずて、急性期医療のみならず他の病院や診療所、また他の病院や診療所、また
在宅福祉関連施設等との連携により、地域の医療在宅福祉関連施設等との連携により、地域の医療
と福祉の向上を担っていますが、今回の移転によと福祉の向上を担っていますが、今回の移転によ
り更にその機能が充実します。り更にその機能が充実します。
富良野圏域の病院や医院と連携して使用する開　富良野圏域の病院や医院と連携して使用する開

放型病床の確保、共同利用のための高度医療機器放型病床の確保、共同利用のための高度医療機器
導入、その他治療導入、その他治療・・療養環境の整備がされます。療養環境の整備がされます。　

�公共交通機関をご利用の方へ
ＪＲ、ふらのバス（ラベンダー号）とも、富良野駅
下車し、ポッポブリッジ（富良野駅東西自由通路）
をご利用ください。

【診療科【 診療科 】】(外来フロアごとに)

内科、小児科、外科、整形外科、循環器科、
呼吸器科、内視鏡センター1F
麻酔科、眼科、泌尿器科、耳鼻咽喉科、皮
膚科、産婦人科、尿路結石治療センター、
人工透析センター、健診センター

2F

【 施設の概要 】【 施設の概要 】

【 充実されました】【 充実されました】

�新規医療機器の導入
　・体外衝撃波結石破砕装置
　・磁気共鳴断層撮影装置(MRI)
　・マルチスライスCT(64チャンネル)　他
�治療・療養環境の整備
　・小児リハビリ専用スペースの確保
　・人工透析ベッド25床の確保
　・外来診察室のプライバシー配慮
　・個室の増加　　他

『施設見学会のご案内』
日時　４月２２日（日）正午～午後３時
　　　※午後２時３０分までにご来場く
　　　ださい。
会場　富良野市住吉町１番３０号
　　　富良野協会病院
��この機会に、ぜひご覧ください。

　　『休診』のお知らせ
※移転オープン準備のため、
　４月２６日(木)午後から休診します
　４月２７日(金)～３０日(月)まで休診します
　ご迷惑をおかけしますが、ご理解願います。

�診療時間等詳しいことは、富良野協会病院��2181
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○住　所　富良野市住吉町1番30号

○病床数　264床
　　　　　(一般２２０床、療養４０床、感染症4床)

○鉄骨鉄筋コンクリート８階建
　延べ床面積18,807.91�

○駐車場　440台収容

� 広報かみふらの ２００７.４
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育
委
員
会
人
事（
4
月
1
日
付
）

▽
教
育
振
興
課
長　

前
田　

満
（
教

育
振
興
課
学
校
教
育
班
主
幹
兼
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
施
設
長
）
▽
教
育
振

興
課
学
校
教
育
班
主
幹
兼
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
施
設
長　

藤
田
敏
明
（
議

会
事
務
局
次
長
）

　

人
事
異
動

　

お
知
ら
せ
版

新
規
採
用

▽
教
育
振
興
課
社
会
教
育
班　

佐
藤

根
祥
太

退
職
（
3
月　

日
付
）

３１

▽
教
育
振
興
課
社
会
教
育
班　

山
田

き
よ
子

▼
上
川
南
部
消
防
事
務
組
合
人
事

（
4
月
1
日
付
）

▽
総
務
課
長　

谷
口　

繁
（
総
務
課

長
補
佐
）
▽
消
防
課
予
防
係
長　

谷

　

佳
修
（
消
防
課
予
防
係
長
兼
消
防

課
救
助
隊
長
）
▽
消
防
課
救
助
隊
長

兼
南
消
防
署
庶
務
係
長　

中
島
貫
元

（
南
消
防
署
庶
務
係
長
）
▽
消
防
課

予
防
係
長
兼
救
急
係
長　

加
藤
路
章

（
北
消
防
署
警
防
係
）
▽
総
務
課
経

理
係　

梅
津
英
嗣
（
北
消
防
署
予
防

係
）
▽
消
防
課
警
防
係　

横
山
佳
弘

（
南
消
防
署
庶
務
係
）
▽
北
消
防
署

副
署
長　

安
井　

盟
（
北
消
防
署
副

署
長
兼
警
防
係
長
）
▽
北
消
防
署
警

防
係
長　

佐
川　

渉
（
消
防
課
予
防

上
富
良
野
西
小
学
校

▽
教
頭　

室　

篤
宏
（
中
富
良
野
町

立
西
中
小
）
▽
大
塚
真
樹
子
（
上
富

良
野
町
立
上
富
良
野
小
）
▽
小
原
広

士
（
旭
川
市
立
永
山
南
小
）

転
出
（
3
月　

日
付
）

３１

▽
教
頭　

笹
原
秀
泰
（
鷹
栖
町
立
鷹

栖
小
）
▽
岸　

美
香
（
愛
別
町
立
協

和
小
）
▽
辻
野
尚
広
（
東
川
町
立
東

川
第
三
小
）
▽
佐
藤
ち
ひ
ろ
（
登
別

市
立
幌
別
小
）

東
中
小
学
校

▽
佐
藤
賢
一
（
南
富
良
野
町
立
幾
寅

小
）
▽
事
務
職
員　

橋
本
正
明
（
美

瑛
町
立
美
瑛
小
）

転
出
（
3
月　

日
付
）

３１

江
幌
小
学
校

転
出
（
3
月　

日
付
）

３１

▽
安
部
敏
和
（
上
富
良
野
町
立
上
富

良
野
小
）
▽
事
務
職
員　

太
田
裕
水

（
旭
川
市
立
永
山
南
小
）

上
富
良
野
中
学
校

▽
教
頭　

中
村
勝
治
（
富
良
野
市
立

富
良
野
西
中
）
▽
垣
副
澄
絵
（
美
深

町
立
美
深
中
）
▽
西
川
靖
二
（
中
富

良
野
町
立
中
富
良
野
中
）
▽
間
野
修

平
（
当
麻
町
立
当
麻
中
）

転
出
（
3
月　

日
付
）

３１

▽
教
頭　

山
本
昇
一
（
中
川
町
立
中

川
中
校
長
）

▽
河
村
知
泰
（
当
麻
町
立
当
麻
中
）

▽
遠
藤
隆
教
（
当
麻
町
立
当
麻
中
）

退
職
（
3
月　

日
付
）

３１

▽
滝
ケ
平
ト
シ
子

東
中
中
学
校

▽
校
長　

北
原
義
史
（
旭
川
市
立
北

都
中
教
頭
）
▽
事
務
職
員　

脇
本
昌

二
（
富
良
野
市
立
山
部
中
）

転
出
（
3
月　

日
付
）

３１

▽
校
長　

佐
藤
博
光
（ 

鷹
栖
町
立

鷹
栖
中
）

▽
町
立
病
院
事
務
長　

垣
脇
和
幸
▽

町
立
病
院
看
護
師　

岩
井
昌
子
▽
町

立
病
院
調
理
員　

小
泉
順
子

新
規
採
用

▽
町
立
病
院
看
護
師　

石
灘
美
由
紀

▽
町
立
病
院
看
護
師　

高
田
美
津
子

退
職
（
3
月　

日
付
）

３１

▽
町
立
病
院
内
科
医
長　

櫻
井　

忍

係
長
兼
救
急
係
長
）
▽
北
消
防
署
警

防
係　

田
中
智
幸（
総
務
課
経
理
係
）

▽
南
消
防
署
機
械
係　

太
田
悠
介

（
消
防
課
警
防
係
）

退
職
（
3
月　

日
付
）

３１

▽
総
務
課
長　

米
陀
政
則
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富
良
野
地
方
自
衛
隊
協
力
会
主
催
の
自
衛

隊
入
隊
予
定
者
激
励
会
が
保
健
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
春
に
富
良
野
地
方（
美
瑛
町
か
ら
占

冠
村
ま
で
）か
ら
の
入
隊
予
定
者
は　

名
で
、

４３

う
ち
上
富
良
野
町
か
ら
は　

名
が
入
隊
さ
れ

21

ま
す
。
昨
年
入
隊
し
た
第　

特
科
大
隊
第
１

104

中
隊
竹
下
１
等
陸
士
か
ら
「
環
境
が
か
わ
り

不
安
も
あ
る
と
思
う
が
、
途
中
く
じ
け
る
事

な
く
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
な
の
で
同
期
の

絆
を
大
切
に
し
、
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」と

後
輩
達
へ
激
励
の
言
葉
を
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

上
富
良
野
山
岳
救
助
警
備
隊
主
催
の
『
冬

期
山
岳
救
助
訓
練
』
が
十
勝
岳
連
峰
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

道
警
、
道
北
遭
対
協
富
良
野
支
部
、
登
山

ガ
イ
ド
、
一
般
の
登
山
愛
好
者
ら
約　

名
が

７０

参
加
し
た
中
、
雪
崩
に
よ
る
遭
難
を
想
定
し
、

雪
崩
対
策
技
術
の
実
践
訓
練（
ビ
ー
コ
ン
・
ゾ

ン
デ
棒
訓
練
等
）、
テ
ン
ト
設
営（
雪
洞
設
営
）

な
ど
を
実
施
。
あ
い
に
く
吹
雪
と
な
り
道
警

ヘ
リ
に
よ
る
救
助
訓
練
は
中
止
と
な
り
ま
し

た
。
毎
年
、
十
勝
岳
で
も
遭
難
事
故
が
発
生

し
て
お
り
、
連
携
し
な
が
ら
の
対
応
を
。

　

３
月
は
町
内
の
道
立
上
富
良
野
高
校
、
町

立
小
・
中
学
校
で
卒
業
式
、
町
立
保
育
所
で

修
了
式
、
高
田
幼
稚
園
、
わ
か
ば
愛
育
園
で

卒
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　

日
の
上
富
良
野
西
小
学
校
で
は
、　

名

１６

４２

の
卒
業
生
一
人
ひ
と
り
に
秋
山
校
長
か
ら
卒

業
証
書
が
手
渡
さ
れ
、「
夢
と
希
望
へ
向
け
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
て
く
だ
さ
い
」
と

エ
ー
ル
が
送
ら
れ
、
中
学
校
生
活
へ
の
新
た

な
思
い
を
語
り
、
在
校
生
・
教
職
員
・
保
護

者
に
見
送
ら
れ
、
６
年
間
通
い
慣
れ
た
学
び

舎
を
後
に
し
ま
し
た
。

　

ス
キ
ー
連
盟
主
催
の
2
0
0
7
上
富
良
野

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会
が
日
の
出

公
園
で
開
催
さ
れ
、　

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

118

　

雪
不
足
の
た
め
大
会
中
止
も
懸
念
さ
れ
ま

し
た
が
無
事
に
開
催
さ
れ
、
当
日
の
天
候
に

も
恵
ま
れ
ま
し
た
。
上
富
良
野
X
C
少
年
団

か
ら
は
久
保　

健
く
ん（
4
年
生
）、
佐
藤
大

志
く
ん（
6
年
生
）、
太
田
天
志
く
ん（
6
年

生
）の
3
名
が
出
走
。
日
頃
練
習
し
て
い
る

コ
ー
ス
を
力
一
杯
走
り
全
力
を
尽
く
し
て
い

ま
し
た
。
今
後
も
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス

キ
ー
競
技
で
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

雪
原
を
疾
走
し
て

２
０
０
７
上
富
X
C
大
会

３／３

雪
山
で
の
遭
難
等
を
想
定
し

山
岳
救
助
訓
練
実
施

３／１０

卒
業
お
め
で
と
う

３／１６

３／７

入
隊
予
定
者
激
励
会

志
を
も
っ
て
ま
い
進
を

� 広報かみふらの ２００７.４
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かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
どっと

保健福祉総合センターかみん
（大町２丁目８番４号）
保健福祉課　��６９８７　��５７８８
地域包括支援センター　��６５３３
社会福祉協議会　��３５０５　��５499

期
高
齢
者
が
増
加
す
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
在
宅
生
活
を
支
え
る
上
で
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
継
続
す
る
た
め

に
は
、
応
分
の
利
用
者
負
担
な
ど
を

検
討
し
な
が
ら
制
度
の
維
持
を
図
っ

て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成　

年
４
月
か
ら「
除

１９

雪
サ
ー
ビ
ス
」及
び「
寝
た
き
り
お
む

つ
購
入
費
助
成
」の
対
象
者
の
変
更

と
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業
利
用
料

　

町
で
は
、
日
常
生
活
に
支
障
が
あ

る
在
宅
の
虚
弱
高
齢
者
及
び
障
が
い

者
等
並
び
に
そ
の
介
護
者
の
在
宅
福

祉
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
次
の�
〜�
の
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
「
寝
た
き
り
お

む
つ
購
入
費
助
成
」、
上
富
良
野
町

社
会
福
祉
協
議
会
が
独
自
に
行
う

「
独
居
老
人
昼
食
会
」が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
ま
す
ま
す　

歳
以
上
の
後

７５

の
設
定
が
改
正
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
『
町
の
在
宅
福
祉

１９

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
と
利
用
料
』
に
つ

い
て
、
今
回
は�
〜�
の
事
業
と
寝

た
き
り
お
む
つ
購
入
費
助
成
の
内
容

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
、�
〜�
の

事
業
内
容
に
つ
い
て
は
、
５
月
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
ふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふ
ららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの

か
み
ふ
ら
の 
在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在
宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅
福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福
祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉
サササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビ
ススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススス

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス

かみふらの在宅福祉サービスの一覧

理容サービス事業�

移送サービス事業�

配食サービス事業�

除雪サービス事業�

電話サービス事業�

緊急通報システム事業�

通所型介護予防事業（お元気かい）�

生活管理指導員派遣サービス事業（ホームヘルプ）�

生きがい活動支援通所サービス事業（デイサービス）�

生活管理指導短期宿泊サービス事業（ショートステイ）�

訪問介護員派遣サービス事業�

寝たきり老人等おむつ購入費助成�

利用申請については、
保健福祉課��６９８７、地域包括支援センター��６５３３へ

検診料対象日　程種　類

６９歳以下
１,５００円

７０歳以上
７５０円

３０歳以上

５月２５日（金）
６：００～６：３０
７：００～７：３０
８：００～８：３０

胃がん
検診

６９歳以下
１,０００円

７０歳以上
５００円

４０歳以上
５月２５日（金）
６：００～８：３０

大腸がん
検診

６９歳以下
３,７００円

７０歳以上
１,８５０円

子宮がん
２０歳以上の
女性

乳がん
４０歳以上の
女性

５月３０日（水）
 旭川がん検診
　　 センター

７：１０ 出発
（バスで送迎）

子宮がん
乳がん

同時検診

※昨年まで６月頃にかみんで行っていた子宮
　がん・乳がん検診は、今年度より実施しま
　せんので、同時検診をご利用ください。

※７０歳以上は、昭和１３年４月１日以前生まれの方です。

問合せ・申込み
　保健福祉課　��６９８７　

子宮がん・乳がん検診は２年に１度受診
　　　　　　　　　　　　　が目安です。

子宮がん…がんの進み方が遅く、がんの手前の状態　
　　　　　から、進行がんになるのに２～３年かか　
　　　　　るといわれています。

乳　が　ん…さまざまな調査から２年に１度の受診で　
　　　　　毎年受けるのと同程度の有効性があると　
　　　　　いわれています。必ず視触診とマンモグ　
　　　　　ラフィを合わせて受けます。

がん検診

広報かみふらの 2007.4  �



�移送サービス事業
�対象者…要介護状態等により普通車両での移動
　　　　　が困難で、要介護２以上及び同程度の
　　　　　障がい者等の方
�内　容…入退院や通院、その他社会活動参加の
　　　　　ための外出時等において、特殊車両で
　　　　　移送します。
�費　用…町内 ２５０円、富良野市 １,２５０円、旭川市
　　　　　２,５００円
　　　　　前記以外
　　　　　片道　　  ２５km未満 １,２５０円
　　　　　片道２５～  ５０km未満 ２,５００円
　　　　　片道５０～１００km未満 ５,０００円
　　　　　（※いずれも片道料金）

�緊急通報システム事業
�対象者…独居及び高齢者のみの世帯等で、介護
　　　　　認定者、虚弱高齢者、障がい者等の方
�内　容…虚弱な高齢者等に、消防に直接連絡で
　　　　　きる通報装置を設置します。
�費　用…年間利用料は、下表のとおりです。

１か月あたり利用料所得段階所得範囲

約１６６円年間
２,０００円第１段階生活保護・老齢福祉年金

２５０円年間
３,０００円第２段階合計所得金額と課税年金

収入の合計が８０万円以下

約３３３円年間
４,０００円第３段階

 合計所得金額と課税年金収
 入の合計が８０万円を超えて
  １２０万円以下の世帯非課税

約４１６円年間
５,０００円第４段階

 合計所得金額と課税年金収
 入の合計が８０万円を超えて
  １２０万円以下の世帯課税

５００円年間
６,０００円第５段階

 合計所得金額と課税年金収
 入の合計が１２０万円を超えて 
  ２００万円未満

約５８３円年間
７,０００円第６段階

 合計所得金額と課税年金収
 入の合計が２００万円を超えて 
  ３００万円未満

約６６６円年間
８,０００円第７段階合計所得金額と課税年金

収入の合計が３００万円以上

※年間利用料は、介護保険料所得段階別での料金になります。
　納入方法は年２回、口座振替日７月２５日・１０月２５日となります。

■お気軽にお問合せください
　保健福祉課��６９８７　
　地域包括支援センター��６５３３

� 広報かみふらの ２００７.４

　かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふららららららららららららららららららららのののののののののののののののののののの在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉ササササササササササササササササササササーーーーーーーーーーーーーーーーーーーービビビビビビビビビビビビビビビビビビビビススススススススススススススススススススかみふらの在宅福祉サービス ���������������������～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～���������������������のののののののののののののののののののの事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容ととととととととととととととととととととの事業内容と
　寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝寝たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたききききききききききききききききききききりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ購購購購購購購購購購購購購購購購購購購購入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成のののののののののののののののののののの内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容ににににににににににににににににににににつつつつつつつつつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいいいいいいいいいいてててててててててててててててててててて寝たきりおむつ購入費助成の内容について

�除雪サービス事業
�対象者…町民税非課税世帯で、近くに近親者の
　　　　　いない虚弱な独居、高齢者世帯、障が
　　　　　い者等の世帯で除雪が困難な方
�内　容…日常生活に必要とする範囲内で、冬期
　　　　　間の除雪を行います。
　　　　　[おおむね１５cm以上]
�費　用…１５分　７５円

�電話サービス事業
�対象者…独居及び高齢者のみの世帯等で、独立
　　　　　して生活するのに不安のある介護認定
　　　　　者、虚弱高齢者、障がい者等の方
�内　容…電話による安否の確認や健康状態、相
　　　　　談等をお聞きします。
�費　用…無　料

�理容サービス事業
�対象者…移動や長時間の座位保持が困難で、理
　　　　　美容院に行けない要介護３以上及び同
　　　　　程度の障がい者等の方
�内　容…理容師が居宅に訪問して散髪を行いま
　　　　　す。[年６回程度]
�費　用…１回　２,０００円

�配食サービス事業
�対象者…独居及び高齢者のみの世帯等で食事の
　　　　　準備が困難な介護認定者、虚弱高齢　
　　　　　者、障がい者等の方
�内　容…栄養に配慮された給食を定期的に居宅
　　　　　に訪問し、高齢者等の食生活の自立支
　　　　　援を行います。
　　　　　[月～土の週６回以内　夕食のみ]
�費　用…１食　７００円

�寝たきり老人等おむつ購入費助成
�対象者…町民税非課税世帯で、常時おむつが必
　　　　　要な高齢者及び障がい者等の方
�内　容…寝たきりや認知症の高齢者、小学校就
　　　　　学始期以上で、常時おむつが必要な方
　　　　　に、購入費を助成します。
�費　用…１日　１２８円



inform
ation

お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お お
し し し し し し し し し し し し し し し し し し し し し
ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら ら
せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ せ

住
民
講
座

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

�
�
２
６
１
９

▼
ワ
ー
ド
初
級
コ
ー
ス

　

初
め
て
の
方
を
対
象
に
、
電
源
の

入
れ
方
と
キ
ー
ボ
ー
ド
か
ら
の
日
本

語
入
力
、
訂
正
を
習
得
し
ま
す
。

日
時　

５
月
８
・　

日
１０

　
（
火
・
木
）　

時　

分
〜　

時　

分

１８

３０

２０

３０

定
員　

８
名

受
講
料　

３
千　

円
５００

富
良
野
圏
域

町
議
会
議
員
選
挙

上
富
良
野
町
選
挙
管
理
委
員
会

�
�
６
４
０
０

お
知
ら
せ

　

上
富
良
野
町
議
会
議
員
の
任
期
が

８
月　

日
に
満
了
す
る
こ
と
か
ら
、

２４

次
の
日
程
で
選
挙
を
行
う
こ
と
に
決

定
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

・
８
月　

日（
火
）告
示
日

１４

・
８
月　

日（
日
）投
票
日

１９

問
合
せ　

詳
し
く
は
、
上
富
良
野
町

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
ま
で
、

　

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
（
火
・
木
）　

時　

分
〜　

時　

分

１８

３０

２０

３０

定
員　

８
名

受
講
料　

３
千　

円
５００

▼
ワ
ー
ド
上
級
コ
ー
ス

　

文
書
の
修
正
、
網
掛
け
、
ア
ン

ダ
ー
ラ
イ
ン
等
を
習
得
し
ま
す
。

日
時　

５
月　

・　

日

２２

２４

　
（
火
・
木
）　

時　

分
〜　

時　

分

１８

３０

２０

３０

定
員　

８
名

受
講
料　

３
千　

円
５００

▼
ワ
ー
ド
中
級
コ
ー
ス

　

漢
字
変
換
、
記
号
の
入
力
等
を
習

得
し
ま
す
。

日
時　

５
月　

・　

日

１５

１７

▼
ワ
ー
ド
応
用
コ
ー
ス

　

文
書
の
編
集
、
保
存
、
印
刷
の
仕

方
等
を
習
得
し
ま
す
。

日
時　

５
月　

・　

日

２９

３１

　
（
火
・
木
）　

時　

分
〜　

時　

分

１８

３０

２０

３０

定
員　

８
名

受
講
料　

３
千　

円
５００

▼
エ
ク
セ
ル
初
級
コ
ー
ス

　

数
値
、
項
目
の
入
力
と
修
正
の
仕

方
等
を
習
得
し
ま
す
。

日
時　

５
月　

・　

日

１５

１７

　
（
火
・
木
）　

時　

分
〜　

時　

分

１８

３０

２０

３０

定
員　

８
名

受
講
料　

３
千　

円
５００

▼
エ
ク
セ
ル
中
級
コ
ー
ス

　

四
則
演
算
、
罫
線
に
よ
る
作
表
等

を
習
得
し
ま
す
。

日
時　

５
月　

・　

日

２２

２４

　
（
火
・
木
）　

時　

分
〜　

時　

分

１８

３０

２０

３０

定
員　

８
名

受
講
料　

３
千　

円
５００

▼
エ
ク
セ
ル
上
級
コ
ー
ス

　

Ｓ
Ｕ
Ｍ
、
Ｉ
Ｆ
等
の
関
数
入
力
等

を
習
得
し
ま
す
。

日
時　

５
月　

・　

日

２９

３１

　
（
火
・
木
）　

時　

分
〜　

時　

分

１８

３０

２０

３０

定
員　

８
名

受
講
料　

３
千　

円
５００

▼
エ
ク
セ
ル
応
用
コ
ー
ス

　

グ
ラ
フ
作
成
等
を
習
得
し
ま
す
。

日
時　

５
月
８
・　

日
１０

　
（
火
・
木
）　

時　

分
〜　

時　

分

１８

３０

２０

３０

定
員　

８
名

受
講
料　

３
千　

円
５００

講
習
会
場　

い
ず
れ
の
コ
ー
ス
も

　

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

　
（
富
良
野
市
西
麻
町
１
番
１
号
）

や
ま
べ
太
陽
の
里
オ
ー
プ
ン

富
良
野
市 
商
工
観
光
課

�
�
２
３
１
２

花
人
街
道
２
３
７

　

や
ま
べ
太
陽
の
里
ふ
れ
あ
い
の
家

オ
ー
プ
ン
の
お
知
ら
せ
で
す
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、
わ
た
あ
め
、
ホ
ッ
プ
コ
ー
ン
、

ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
や
焼
肉
や
カ
レ
ー
な

ど
お
得
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
家
族
連
れ
で
遊
び
に
来
て
く

だ
さ
い
。

と
き　

４
月　

日（
日
）　

時
〜

２９

１０

と
こ
ろ　

や
ま
べ
太
陽
の
里

問
合
せ　

詳
し
く
は
、
富
良
野
市
山

　

部
商
業
協
同
組
合�
�
２
７
１
８

　

ま
で
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

森
林
公
園
オ
ー
プ
ン

中
富
良
野
町 
産
業
建
設
課

�
�
２
１
２
３

　

中
富
良
野
の
シ
ン
ボ
ル
、
北
星

山
。
田
園
風
景
を
ゆ
っ
く
り
と
な
が

め
な
が
ら
、
の
ぼ
り
つ
め
る
と
森
林

公
園
が
あ
り
ま
す
。

　

園
内
に
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
キ
ャ
ン

プ
場
な
ど
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
緑

豊
か
な
散
策
の
場
と
し
て
も
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。

と
き　

５
月
３
日（
木
）予
定

問
合
せ　

詳
し
く
は
、
中
富
良
野
町

　

産
業
建
設
課
ま
で
、
お
問
合
せ
く

　

だ
さ
い
。

か
な
や
ま
湖
森
林
公
園
オ
ー
プ
ン

南
富
良
野
町 
産
業
課
�
�
２
１
７
８

　

絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
知
ら
れ

る
湖
畔
キ
ャ
ン
プ
場
と
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
場
の
ほ
か
、
モ
ー
タ
ー
ラ
ン
ド

な
ど
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
楽
し
め

る
森
林
公
園
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

ご
家
族
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き　

湖
畔
キ
ャ
ン
プ
場
は
、
４
月

　
　

日（
土
）予
定

２８

　

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
は
、
５
月
１

　

日（
火
）予
定

問
合
せ　

詳
し
く
は
、
湖
畔
キ
ャ
ン

　

プ
場
管
理
棟�
�
３
１
３
２
ま
で

　

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

鵡
川
で
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ

占
冠
村 
経
済
課
�
�
２
１
７
４

　

占
冠
村
を
流
れ
る
鵡
川
は
、
北
海

道
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
エ
キ
サ
イ

テ
ィ
ン
グ
リ
バ
ー
。
落
差
が
大
き
く

川
幅
が
狭
い
の
で
「
こ
の
ス
リ
ル
感

が
た
ま
ら
な
い
」
と
大
人
気
で
す
。

　

ぜ
ひ
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
体
験
を
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

詳
し
く
は
、
占
冠
村
経
済

　

課
ま
で
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

�
０
３
‐
３
４
３
６
‐
０
１
５
１

お
す
す
め
し
ま
す

『
中
退
共
（
ち
ゅ
う
た
い
き
ょ
う
）

　

で
退
職
金
を
』

　

退
職
金
の
準
備
は
万
全
で
す
か
？

中
退
共
制
度
は
中
小
企
業
で
働
く
従

業
者
の
た
め
の
退
職
金
制
度
を
運
営

し
て
い
ま
す
。

　

中
退
共
は
国
の
制
度
な
の
で
掛
金

助
成
や
税
法
上
の
優
遇
な
ど
、
有
利

な
特
色
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

安
全
・
確
実
な
中
退
共
制
度
を
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

詳
し
く
は
、
中
小
企
業
退

　

職
金
共
済
事
業
本
部
ま
で
、
お
問

　

合
せ
く
だ
さ
い
。

広報かみふらの 2007.4  �
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予
防
接
種

保
健
福
祉
課 
健
康
推
進
班

�
�
６
９
８
７

受
診
し
ま
し
ょ
う

『
年
長
さ
ん
も

　

麻
し
ん
風
し
ん
の

　

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
！
』

　

こ
の
春
、
幼
稚
園
、
保
育
所
の
年

長
に
な
っ
た
お
子
さ
ん（
平
成　

年
１３

４
月
２
日
〜
平
成　

年
４
月
１
日
生

１４

ま
れ
）は
、
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予

防
接
種
第
２
期
の
対
象
に
な
り
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、
幼
稚
園
・
保
育
所
を

通
じ
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
案

内
が
届
い
て
い
な
い
方
は
、
保
健
福

祉
課
健
康
推
進
班
ま
で
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

青
い
鳥
郵
便
葉
書

保
健
福
祉
課 
福
祉
対
策
班

�
�
６
９
８
７

無
償
配
布

入
れ
、
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

郵
便
葉
書
の
配
布
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
申
込
み
く
だ
さ
い
。

配
布
対
象

　

重
度
の
身
体
障
が
い
者

　

※
１
級
ま
た
は
2
級
の
方

　

重
度
の
知
的
障
害
者

　

※
療
育
手
帳
に
「
Ａ
」（
ま
た
は
1

　

度
、2
度
）と
表
記
さ
れ
て
い
る
方

受
付
期
間　

　

平
成　

年
4
月
2
日（
月
）〜
平
成

１９

　
　

年
５
月　

日（
木
）ま
で

１９

３１

配
布
葉
書

　

通
常
郵
便
葉
書

　
「
く
ぼ
み
入
り
」「
無
地
」
ま
た
は

　
「
イ
ン
ジ
ェ
ク
ト
紙
」
の
い
ず
れ

　

か
1
種
類
を
選
択

配
布
枚
数

　

１
人
に
つ
き　

枚
２０

申
込
方
法

に
、
手
帳
の
種
類
、
手
帳
番
号
、
級

別
ま
た
は
程
度
、
住
所
及
び
氏
名
を

記
入
し
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
）

配
布
方
法

　

4
月　

日（
金
）以
降
に
、
集
配
郵

２０

便
局
か
ら
郵
送
し
ま
す
。

　

4
月　

日（
金
）以
降
に
、
集
配
郵

２０

便
局
に
直
接
申
込
ま
れ
た
場
合
は
、

そ
の
場
で
お
渡
し
し
ま
す
。

※
く
ぼ
み
入
り
通
常
郵
便
葉
書
は
、

　

目
の
不
自
由
な
方
が
使
い
や
す
い

　

よ
う
に
、
葉
書
の
表
面
左
下
部
に

　

半
円
の
く
ぼ
み
を
入
れ
、
上
下
・

　

表
裏
が
分
か
る
よ
う
に
し
た
葉
書

　

で
す
。

問
合
せ

　

上
富
良
野
配
達
セ
ン
タ
ー

　
�
�
２
６
１
４

　

保
健
福
祉
課
福
祉
対
策
班

　
�
�
６
９
８
７

ご
確
認
を

春
の
火
災
予
防
運
動

上
川
南
部
消
防
事
務
組
合
北
消
防
署

�
�
２
１
１
９

『
春
の
火
災
予
防
運
動
』

　

４
月　

日（
金
）〜　

日（
月
）

２０

３０

　

空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
気
候
と
な
る
時
季
を
迎
え
ま

す
。
火
災
予
防
の
取
組
み
を
一
層
強

化
し
、
恐
ろ
し
い
火
災
を
未
然
に
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

春
の
火
災
予
防
運
動
期
間
中
、　
２０

時
に
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
の
で

火
の
元
を
も
う
一
度
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ

イ
ン
ト

〜
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
〜

�
３
つ
の
習
慣�

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
も
え
や
す
い
も
の

　

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

　

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

�
４
つ
の
対
策�

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

　

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

○
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ

　

た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用
す
る

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

　

に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す

　

る
。

住
宅
用
火
災
警
報
器

上
川
南
部
消
防
事
務
組
合
北
消
防
署

�
�
２
１
１
９

設
置
し
ま
し
ょ
う

　

あ
な
た
の
お
宅
に
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
は
お
済
で
す
か
？

　

平
成　

年
６
月
１
日
よ
り
住
宅

１８

（
共
同
住
宅
を
含
む
）に
対
し
て
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
法
令
に
よ

り
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

既
存
の
住
宅
等
に
つ
い
て
は
、
当

町
で
は
火
災
予
防
条
例
に
よ
り
、
平

成　

年
５
月　

日
ま
で
猶
予
期
間
が

２３

３１

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
早
め
に
設

置
し
ま
し
ょ
う
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
平
成　
１５

年
中
の
住
宅
火
災
に
お
け
る
死
者
の

数
が　

年
ぶ
り
に
１
千
人
を
突
破
し

１７

　

日
本
郵
政
公
社
で
は
、
身
体
障
が

い
者
及
び
知
的
障
が
い
者
の
福
祉
に

対
す
る
国
民
の
理
解
と
認
識
を
更
に

深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
重
度

の
身
体
障
が
い
者
の
方
及
び
重
度
の

知
的
障
が
い
者
の
方
で
希
望
さ
れ
る

方
に
、
青
い
鳥
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
封
筒
に
通
常
郵
便
葉
書
を

　

郵
便
葉
書
の
配
布
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
郵
便
局
に
身
体
障
害
者
手
帳

又
は
療
育
手
帳
を
掲
示
し
、
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。（
※
代
理
の
方
で
も
可
能

で
す
）

　

申
込
用
紙
は
、
役
場
、
保
健
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー
か
み
ん
の
窓
口
に
も

置
い
て
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
郵
便
で
も
申
込
で
き
ま

す
。（
※
郵
便
の
場
合
は
、
申
込
用

紙
ま
た
は
「
青
い
鳥
郵
便
葉
書
配
布

申
込
書
」
と
明
記
し
た
適
宜
な
用
紙

た
こ
と
や
、
今
後
迎
え
る
高
齢
化
社

会
と
と
も
に
住
宅
火
災
死
者
数
の
増

加
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
消
防
法
の
改
正
が
行
わ
れ
、
そ

の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
た
も
の
で

す
。

　

皆
さ
ん
の
大
切
な
命
や
家
族
を
火

災
か
ら
守
る
た
め
に
住
宅
用
火
災
警

報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

不
明
な
点
や
わ
か
ら
な
い

　

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
北
消
防
署

　

予
防
係�
�
２
１
１
９
ま
で
、
お

　

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

　

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

　

体
制
を
つ
く
る

防
火
標
語
『
消
さ
な
い
で　

あ
な
た

の
心
の　

注
意
の
火
。』

� 広報かみふらの ２００７.４
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無
料
相
談

　

前
に
必
ず
免
許
更
新
手
続
き
を
警

察
署
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

富
良
野
地
方
交
通
安
全
協

会�
�
０
１
１
０

免
許
更
新
時
講
習

町
民
生
活
課 
生
活
環
境
班

�
�
６
９
８
５

優
良
講
習（　

分
）

３０

▼
４
月　

日（
月
）　

時
〜

１６

１３

　

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

▼
４
月　

日（
金
）　

時
〜

２０

１３

　

消
防
北
署
２
階　

大
会
議
室

▼
５
月
７
日（
月
）　

時
〜

１３

　

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

一
般
講
習（
１
時
間
）

▼
４
月　

日（
水
）　

時
〜

２５

１３

▼
５
月
７
日（
月
）　

時
〜

１４

　

い
ず
れ
も
富
良
野
地
域
人
材
開
発

　

セ
ン
タ
ー

違
反
等
講
習（
２
時
間
）

▼
４
月　

日（
水
）　

時　

分
〜

２５

１４

３０

▼
５
月　

日（
木
）　

時
〜

１０

１３

　

い
ず
れ
も
富
良
野
地
域
人
材
開
発

　

セ
ン
タ
ー

初
回
講
習（
２
時
間
）

▼
４
月　

日（
月
）　

時
〜

１６

１４

▼
５
月　

日（
火
）　

時
〜

１５

１４

　

い
ず
れ
も
富
良
野
地
域
人
材
開
発

　

セ
ン
タ
ー

※
お
手
元
に
届
く
「
運
転
免
許
証
更

新
連
絡
書
」
で
確
認
の
上
、
受
講

お
忘
れ
な
く

行
政
相
談
委
員

総
務
課 
総
務
班�
�
６
４
０
０

が
３
月
末
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
さ

れ
、
平
成　

年
４
月
か
ら
田
中　

博

１９

氏
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

行
政
相
談
委
員　

田
中　

博

　
�
０
７
１
‐
０
５
６
２

　

上
富
良
野
町
南
町
２
丁
目
１
番　

号
１３

　
�
�
２
８
８
２

国
民
年
金

学
生
納
付
特
例
制
度
を
ご
存
知
で
す
か

旭
川
社
会
保
険
事
務
所

�
０
１
６
６�
１
６
１
１

募
集
し
ま
す

田
ん
ぼ
オ
ー
ナ
ー

産
業
振
興
課 
農
業
振
興
班

�
�
６
９
８
４

　

自
分
た
ち
で
育
て
た
お
米
を
食
べ

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

上
富
良
野
町
水
田
農
業
推
進
協
議

会
で
は
、『
田
ん
ぼ
オ
ー
ナ
ー
』
へ
の

募
集
を
し
ま
す
。

　

こ
の
取
組
み
で
は
、
親
子
で
の
田

植
え
や
稲
刈
り
な
ど
共
同
作
業
を
体

験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
親
子
の
ふ
れ

あ
い
を
深
め
、
シ
ー
ズ
ン
を
通
し
て

水
稲
の
育
ち
方
を
観
察
し
、
秋
に
は

美
味
し
い
上
富
良
野
産
の
お
米
を
収

穫
す
る
も
の
で
す
。

　

収
穫
さ
れ
た
お
米
は
、
全
て
オ
ー

ナ
ー
も
と
に
お
届
し
ま
す
。

募
集
口
数　
　

口（　

組
）

１５

１５

オ
ー
ナ
ー
金
額　

１
口
４
千　

円
２００

田
ん
ぼ
面
積　

１
口　

坪（　

㎡
）

１０

３３

最
低
保
証
数
量　

玄
米　
�１４

　

※
精
米
換
算　
�１２

　

日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人

は
、　

歳
に
な
っ
た
と
き
か
ら
国
民

２０

年
金
の
被
保
険
者
と
な
り
、
保
険
料

の
納
付
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。
し

か
し
学
生
に
つ
い
て
は
、
申
請
に
よ

り
在
学
中
の
保
険
料
納
付
を
猶
予
す

る
『
学
生
納
付
特
例
制
度
』
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
ず
に

い
る
と
、
万
一
、
病
気
や
ケ
ガ
で
重

い
障
害
が
残
っ
た
と
き
に
障
害
基
礎

年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
学
生
納
付
特
例
が
承
認
さ

れ
た
期
間
は
障
害
年
金
の
受
給
資
格

要
件
に
含
ま
れ
ま
す
。

　

学
生
で
あ
っ
て
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
場
合
は
、
必
ず
学
生
納
付
特

例
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

対
象
と
な
る
の
は
、
大
学
・
短
期

大
学
・
大
学
院
・
高
等
学
校
・
専
修

学
校
・
各
種
学
校
に
在
学
す
る　

歳
２０

以
上
の
学
生
で
す
。

　

手
続
き
は
、
学
生
証
又
は
在
学
証

明
書
・
年
金
手
帳
・
印
鑑
を
持
参
の

上
、
役
場
町
民
生
活
課
窓
口
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
請
は
毎
年
必
要
に
な
り

ま
す
。

※
本
人
に
前
年
度
の
所
得
が
あ
り
一

　

定
金
額
以
上
の
場
合
は
、
申
請
し

　

て
も
承
認
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り

　

ま
す
。

※
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た

　

期
間
は
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給

　

額
の
計
算
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　

承
認
を
受
け
て
か
ら　

年
以
内
に

１０

　

保
険
料
を
納
付（
追
納
）で
き
る
仕

　

組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

承
認
を
受
け
た
年
度
か
ら
起
算
し

　

て
3
年
度
目
以
降
に
追
納
の
場
合

　

は
、
当
時
の
保
険
料
に
一
定
の
加

　

算
額
が
加
わ
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に

も
、
保
険
料
を
き
ち
ん
と
納
め
ま

し
ょ
う
。

問
合
せ

　

旭
川
社
会
保
険
事
務
所

　
�
０
１
６
６�
１
６
１
１

　

町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班

　
�
�
６
９
８
５

　

役
所
の
仕
事
に
つ
い
て
お
困
り
の

こ
と
や
納
得
の
い
か
な
い
こ
と
な
ど

総
務
省
か
ら
の
委
嘱
で
『
行
政
相
談

委
員
』
が
相
談
を
受
付
て
い
ま
す
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
松
田
徳
三
氏

場
所　

東
３
線
北　

号
２１

申
込
受
付　

４
月　

日（
月
）か
ら
受

２３

　

付
開
始
を
し
ま
す
の
で
、
産
業
振

　

興
課
農
業
振
興
班�
�
６
９
８
４

　

ま
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

広
報
表
紙
写
真
の
一
般
募
集

町
民
生
活
課 
自
治
推
進
班

�
�
６
９
８
５

　

広
報
か
み
ふ
ら
の
表
紙
写
真
を
一

般
募
集
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
作

品
写
真
を
ぜ
ひ
応
募
く
だ
さ
い
。

　

広
報
か
み
ふ
ら
の
５
月
号
へ
の
申

込
み
は
、
４
月　

日（
金
）が
締
切
日

２０
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万円

健健康康かかみみふふららのの２２１１
地地域域栄栄養養士士会会

食 と 健康

みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんなななななななななななななななななななななのののののののののののののののののののののみんなの
伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板伝言板
問合せ：町民生活課まで問合せ：町民生活課まで

　先月号の小郷さんからめぐって、柳瀬さんに
お逢いしました。
　『小郷さんとは、職場が同じ自衛官であり知り
合いました。小郷さん同様スポーツが好きで、
特に野球をして現役時代にはいろいろな大会に
も出場をしました。４０歳頃に審判の資格もと
り、最近は選手としてよりも野球やソフトボー
ルの審判での活動が主になっています。シーズ
ン中になると週末はだいたい野球かソフトボー
ルの審判ですね。ソフトボールでは国体と全道
大会でも審判をしています。もうすぐソフト
ボールのナイターリーグが開幕しますが、審判
と職場の仲間でつくった上小ティーチャーズの
チームで、みんなと楽しくをモットーにプレー
しています。審判と選手とまた忙しくなりそう
ですが、いつも楽しくやっています。』

 柳 瀬 　 義 行  さん
や な せ  よしゆき

昭和２３年生まれ
新町４丁目

納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆豆もももももももももももももももももももももももももももももももももも大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事ななななななななななななななななななななななななななななななななななたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

　たんぱく質って大事ですよね。肉や魚、卵、大豆や
大豆製品に多く含まれるのが、動物性タンパク質、御
飯やパン、麺類などの穀類に含まれるのが、植物性タ
ンパク質、　これらのたんぱく質は、筋肉や血液、皮
膚、毛髪など身体の様々なところで使われます。特に
成長期、思春期においては、動物性のタンパク質を
しっかり摂って身体を作ることが大切です。
　さて、納豆もタンパク源の食べ物、最近、某テレビ番
組で毎日納豆を2個食べ続ける納豆ダイエットが放映
され、捏造が発覚したことは記憶に新しいことだと思
います。住民の方に感想を伺ってみました。
　Ａさんは「やってみたが３日続かなかった」
　Ｂさんは「納豆２つは多いと思ったが信じた」
　Ｃさんは「以前にも納豆のネバネバが良いと聞いた

－問合せ－
　保健福祉課健康推進班��６９８７

ことがあるので、身体には良いと思った」
　スーパーでは、品切れ状態が続き、製造工場はフル
稼働だったと思います。テレビの影響力ってすごいで
すね。
　納豆は、植物性なのでコレステロールはゼロですし、
食物繊維も多くヘルシーなイメージはありますが、現
段階では科学的根拠は乏しいようです。
　大豆や大豆製品には意外と油があり、納豆は約１０％、
木綿豆腐には約５％の油が含まれています。一つの食
べ物に偏らず、色々な食べ物を摂ることが食を通した
健康づくりにつながると思います。

納豆の適量は
１パック

植植樹樹へへのの参参加加者者をを
募募集集ししてていいまますす

－育てよう  ふるさとの緑－
里山に木を植えてみませんか？

西町の丘（丸一山）に、サクラを植樹しませんか？
町民の皆さんの憩いの場となるような里山づくりをす
すめています。
今回は、畑跡地にサクラ
２００本を植栽し、簡単な燻
製づくりにも挑戦します。
ご家族やお友達での参加を
お待ちしています。
　

◇と　き　４月 １４ 日（土）９時 ３０ 分～１２ 時まで
　　　　　 ※９時に集合してください
　　　　　 ※ 雨天の場合は、１５日（日）に延期します
◇ところ　西町４丁目（丸一山）
　　　　　 ※ 右の地図参照
◇内　容　植樹と燻製づくり体験
◇人　数　先着２５名
◇参加料　無料
◇持ち物　軍手、スコップまたは
　　　　　クワ、長靴など
◇申込み　金子隆一��３１６３まで

� 広報かみふらの ２００７.４



町へ
◎西川ふじ子さん（栄町２丁目）から町
に役立ててくださいと、５万円を

社会福祉協議会へ
◎西川ふじ子さん（栄町２丁目）から夫・
正一さんの死去に際し、５万円を

◎中嶋ユキさん（本町５丁目）から夫・
熊治さんの死去に際し、５万円を

◎三橋セツさん（東５線北１６号）から夫・
功さんの死去に際し、２０万円を

◎高松宏美さん（緑町１丁目）から夫・
雅彦さんの死去に際し、３万円を

た
く
さ
ん
の
善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

� ～緊急地震速報について～

　地震がおそろしいといわれる理由の一つに、何の前触れもなく、突然、
大地が揺れだすということがあげられます。
　例え数秒程度のわずかな時間であっても、大きく揺れる前にそのこと
を知って、事前に身構えるなどの対応が取れれば、自らの命を守ること
が出来るかもわかりません。これを可能にするのが、気象庁が中心に本
運用に向けて取り組んでいる「緊急地震速報」という新しい地震情報で
す。
　この情報を町の防災行政無線を使って近い将来住民の方にお知らせし
ます。

　「緊急地震速報」は、震源に近い観測点で地震を検知し、直ちに震源や
地震の規模（マグニチュード）、各地の震度などを推定し、地震による強
い揺れが始まる数秒～数十秒前に、大きな揺れが迫っていることをお知
らせすることを目指す新しい情報です。この情報を活用することにより、
地震による被害を軽減することが可能となります。
しかし、「緊急地震速報」は、いつでも事前に揺れがくることをお知らせ
できるわけではなく、次のような技術的な限界があります。
①震源に近い所では、情報の提供が主要動（大きな揺れ）の到達に間に
　合わない場合がある。
②瞬時に発表する情報なので±１程度の震度の推定誤差がある。
③落雷等を地震と誤認して緊急地震速報を提供してしまうことが極めて
　まれにある。

旭川地方気象台ホームページアドレス
http:// www.sapporo-jma.go.jp/asahikawa.html
問合せ先　　旭川地方気象台防災業務課�０１６６�７１０２

　住民や施設管理者等が緊急地震速報を利用し、適切な避難行動を図る
ための「心得」は、『周囲の状況に応じて、あわてずに、まず身の安全を
確保する』ことです。次に、さまざまな場面における情報受信時の行動
を示します。
１家庭での心得
　・頭を保護し、大きな家具からは離れ、丈夫な机の下などに隠れる。
　・あわてて外へ飛び出さない。
　・その場で火を消せる場合は火の始末、火元から離れている場合は無
　　理をして消火しない。
　・扉を開けて避難路を確保する。
２不特定多数の者が出入りする施設での心得
　・あわてて出口・階段などに殺到しない。
　・吊り下がっている照明などの下からは退避する。
３屋外での心得
　・ブロック塀の倒壊や自動販売機の転倒に注意し、これらのそばから
　　離れる。
　・建物からの壁、看板、割れたガラスの落下に備え、ビルのそばから
　　離れる。

広報かみふらの 2007.4  �
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『友達の顔』

大好きなお友達と仲良く遊ん
でいるところです�
特に「鬼ごっこ」が大好きです
�
　　　　　　　　（宮越先生）

 富永 　ひなた ちゃん
とみなが

（平成１３年生まれ・西１２線北３５号）

大好きなお友達の顔を伸び伸
びと描きました。
ニッコリ笑顔がお友達にそっ
くりです�
　　　　　　　　（道園先生）

河野    　凌大
かわの

     くん
りょうた

（平成１４年生まれ・旭町２丁目）

『友達の顔』

■発行／上富良野町
■編集／町民生活課自治推進班
■印刷／�上富印刷

■ご意見・ご感想をお寄せください
　�071-0596
　北海道空知郡上富良野町
　　　　　　　　　　大町2丁目2番１１号
　�0167�6９８５　�0167�5362
　http://hp.town.kamifurano.hokkaido.jp
　jichi@town.kamifurano.lg.jp

編集後記

■３月で広報・広聴担当から異動す
ることになりました。デジタルカメ
ラに悪戦苦闘、広報編集で誤字等、
大変ご迷惑をおかけしました。これ
からも広報かみふらののご愛読をお
願いします。4月からは、新しい職場
で再チャレンジ！また皆さんと、お
会いできますように…（鈴木）

■先月号のふぁみりーパズルの答え
は『こうほうし』でした。今回から
リニューアルしましたが、皆さんに
愛読される広報誌を目指し、今後も
頑張ります。ところで、広報誌は横
書き？縦書き？？？皆さんはどう思
いますか？センスが無いのでいつも
頭から湯気が出ています。（林下）

智哉はわんぱく盛りで、お姉ちゃん
のものをとったりしてますが、智尋
はやさしく弟に譲ってます。今年の
冬はお父さんと公園にかまくらを作
り楽しく遊びました。また来年も。

　おおむね２歳から就学前のお子
さんを「わが家のアイドル」コー
ナーに掲載しませんか？自薦・他
薦を問わず、募集しています。

総務課 情報管理班　��６４００

姫奈はディズニーが好きで、ファイ
ディング・ニモをよく見ています。
梨央はお姉ちゃんが大好きで、一緒
にいるといつもご機嫌です�姫奈も
梨央の面倒をよく見てくれてます。

 山�   姫奈
やまざき

    ちゃん ・  梨央
ひ な

    ちゃん 
り お

　　　　 （４歳０か月） ・ （０歳1０か月） 
勉さん･真代さんの子（旭町２丁目）

� 広報かみふらの ２００７.４

青年期の発達障害者の支援を考え青年期の発達障害者の支援を考えるる
講演会開催 (３月２８日)講演会開催　(３月２８日)

●人のうごき●
平成19年３月３１日現在

(　)は前月比

(－122)12,270人人 口
(－89)６,219人男
(－33)６,051人女
(－59)5,313世帯世 帯

拓司さん･あゆみさんの子（旭町２丁目）

 竹本   智尋
たけもと

    ちゃん ・  智哉
ちひろ

    く
ん 

ともや

 　　　　 （４歳１０か月） ・ （２歳1か月） 

　　　ここここここここここここここここここここここここここここここのののののののののののののののののののののののののののののの広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広広報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌誌はははははははははははははははははははははははははははははは、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、この広報誌は、資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源リリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリササササササササササササササササササササササササササササササイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイククククククククククククククククククククククククククククククルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルのののののののののののののののののののののののののののののの資源リサイクルの
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ふふれれんんどど通通信信
－上富良野町図書館－

問合せ　��3158　　��3562

開館時間
9：30～18：0０（月曜日・祝日は休館）

図書館ふれんどで、４月から第３金曜日と第４土曜日に読み聞かせ会を行います。
　英語指導助手のダナ先生による「おはなし～Ａ☆Ｂ☆Ｃ☆」では簡単な英語をつかったお話し会。
　図書館職員とボランティアによる、絵本と紙芝居の読み聞かせ会です。どうぞお気軽にお越しください！！

図書館で読み聞かせが始まります！！

※4月から開館時間が変更になりました。

読み聞かせ会
日 時 毎月第４土曜日
　　　　午前１０時３０分～１１時
内 容 絵本や紙芝居の
　　　　読み聞かせ
対 象 幼児・親子

ダナ先生の「おはなし～Ａ☆Ｂ☆Ｃ☆」
日 時 毎月第３金曜日　午後３時～３時３０分
対 象 ３歳～６歳の就学前のお子さん
内 容 ・楽しく英語にふれてみましょう！

・かんたんなアルファベットを声に
　　　　　出してみよう！
　　　　・アップルやオレンジなど、物の名
　　　　　前にふれてみましょう！

～ 4月の新刊書案内 ～

　　　　　一般書一般書　　　　　　
・図書館危機　　　　　　　　　　　　有川　浩
・ひとり日和　　　　　　　　　　　　青山七恵
・１４歳　　　　　　　　　　　　　　   千原ジュニア
・ドロップ　　　　　　　　　　　　　品川ヒロシ
・赤い糸　上下　　　　　　　　　　　メイ
・達人に訊け　　　　　　　　　　　　ビートたけし
・５　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤正午
・オール１の落ちこぼれ、教師になる　宮本延春
・子育てハッピーエッセンス１００％　     明橋大二
・タモリのジャポニカロゴス　　　　　フジテレビ

　　　　　　　　　児童書児童書　　　　　　
・シマリスのしまおくん　　　　　　　　     教育画劇
・いちごとおひさま　　　　　　　　　　  　学研  
・るるちゃんの学校　　　　　　　　　　  　学研
・もったいないばあさんがくるよ！　　　  　講談社
・暁の円卓（１～９）　　　　　　　　　   　 長崎出版
・ドラゴンラージャ１１　　　　　　　　　     岩崎書店
・メディエータ（１～３）　　　　　　　　    理論社
・月館の殺人　上下　　　　　　　　　　  　小学館
・ねむるねこざかな　　　　　　　　　　　  フレーベル館
・そらとぶねこざかな　　　　　　　　　　  フレーベル館

家庭教育シリーズ【242】

          『 羞恥～後悔』         
  しゅうち

                                                                                                       江幌小学校長　日　下　順　雄

　私が中学生の頃のことです。部活終了後、自転車で帰宅したとき、自宅が近づいてくると、家の前に
人影が見えました。誰だろうと思ったら、母でした。「何でここにいるの？」「暗くなって心配だから
待ってたの！」
　その時は、何となく恥ずかしくて・照れくさくて「こんなことしなくていいから！」と言ったのを覚
えています。
　そんな母が高校１年生の冬に突然亡くなりました。『ありがとう！！母さん！』と素直に言う前に…
　次は、大学生の頃のことです。札幌駅に向かって駅前の横断歩道を渡り終わった時、男性が倒れてい
ました。きれいとは言えない服装の男性が。私と一緒にいた友達は、すぐにその男性に駆け寄り、声を
かけ、駅前交番に走り、お巡りさんを連れてきました。その間、私と言えば、ただ突っ立っているだけ
で何もしませんでした。それまで何もしなかった多くの通行人と同様に。
　私が今まで生きてきた中で「後悔」している最大のことがこの２つです。
　私とは違う人間に育ててください。自分だけのことしか考えられない狭い料簡の人間で
はなく…
　相手の優しさに素直に『ありがとう！』と言える人間に・・困っている人に素直に『手を
差し伸べる』ことができる人間に…
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問 合 せ ・ 申 込 み
社会教育総合センター

��5511

5月1日～5月1日～　　
6月30日まで　6月30日まで 参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加レレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー参加レンダー

住民会対抗パークゴルフ大会　　　　　�パ  66//
33日日　B&G海洋センタープールオープン　　　�海 5/

26土

住民会対抗ソフトボール大会　　　　　�運  2244日日　

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじきききききききききききききききききききききき・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくススススススススススススススススススススススキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

   上富良野の将来を担う、国際性豊かな人
材育成を目的に青少年海外派遣交流事業
に参加する中学生・高校生を募集します。
　上富良野町と友好都市提携を結んでい
るカナダ国カムローズ市での貴重なホー
ムステイやアルバータ州の広大な大地や
ロッキー山脈での自然に触れ合う体験研
修を行います。

☆日　  程　平成１９年７月３０日（月）～８月７日（火）までの９日間
☆研 修 先　バンクーバー・バンフ・カムローズ・エドモントン
☆参 加 費　176,000円程度
　　　　　　※飛行機の燃油代の高騰により、参加費が変更になる場合もあ
　　　　　　　ります。
☆募集人員　２０名（応募人員を超えた場合は、抽選により決定します。）
☆申込要件　町内に在住する中学生・高校生で、保護者が町内に住んでいる者
☆締切日　　平成１９年４月２６日（木）
☆申込場所　上富良野町教育委員会（社会教育総合センター）へお申し込み
　　　　　　ください。

   屋外施設利用について
             お願い！
    皆さんが利用している社会教
育総合センター周辺と富原運動
公園内の緑芝の生育状況が悪く
なっています。このまま使用す
ると芝がなくなり土だけの状態
になります。
　今年から雪が解けても直ぐに
使わずに、芝が乾き良好な状態
になる5月7日頃から使用開始と
します。雪解け後直ぐに使いた
いと思いますが、ご理解をお願
いします。

青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少少年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派派遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流流事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

 　3月18日（日）十勝岳地区白銀荘周辺で町民
歩くスキー＆かんじきツアーを実施しました。
　当日は、生憎の雪が深々と降るなかでの開催
でしたが、歩くスキーコースとかんじきコース
の2コースに別れ、雪深い森林の中を2時間かけ
て楽しみました。
　終了後は、豚汁と温泉で体を温め、参加者全
員が元気に帰町しました。
　親子で参加された荒 佳子さん（西12線北36号）侑汰くん（西小学校1年生）
にお話を聞きました。

「私達は、今回初めてかんじきコースに参加しまし
た。スタート直前は白銀荘周辺が雪で最悪の天候か
なと思いましたが、森林の中に入ると空からゆっくり
雪が舞い降りて、優しい時間が過ぎているように自然
を満喫できました。コースも丁度良い程度に起伏が
あり楽しんで体験できました。機会があればまた参
加したいと思ってます。」

      イースターパーティ
             参加者募集
　海外の文化に触れることを目的
にイースターパーティを開催しま
す。 英語指導助手のダナ先生と
イースターにちなんだゲームや外
国のゲームで、いっしょに遊びま
せんか。

と   き    平成１９年４月２８日（土）
              午後１時３０分～
ところ    社会教育総合センター
対   象    小学校１年生～６年生
参加料    3００円（保険代含む）
持ち物    ジャージ・上靴

�パ  … 上富良野町パークゴルフ場
�海  … Ｂ＆Ｇ海洋センター
�運  … 運動公園

天体観測観測会日程
観測内容会場日時

土星

上弦の月
西小学校
チャレンジ
天文台

4月24日(火)
19時～

5月24日(木)
19時30分～

上弦の月6月22日(金)
20時～

※外での観測となりますので、暖か
　い服装でお越しください。
※悪天候の場合は、プラネタリウム
　星座鑑賞を行います。
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奨奨励励賞賞
受受賞賞！！ 制作：上富良野西小学校４年十勝岳組

　昨年、北海道企画振興部が実施した「伝えたい北海道の物語」形成事業に西小学校の４年生１５名が取り組ん

だ、「よみがえったかみふらの村」が「奨励賞」に輝き、３月１７日北海道庁赤レンガ庁舎で行われた表彰式と

読み聞かせ発表会に出席してきました。

　当事業は、道内各地で語り継がれている言い伝えや生活史を地域に住む人達が改めて掘り起こし、デジタル

絵本という形で後世に継承し地域づくりにつなげる事業です。

　昨年９月に、参加児童は大正１５年の十勝岳噴火による泥流被害にあわれた清野テイさんからお話しを聞き、

泥に埋もれた水田が先人のたゆまない努力でよみがえるまでを、絵本にしました。

　表彰式では嵐田副知事から賞状を授与され、その後に行われた読み聞かせ発表会では、自分達で作った作品

を元気いっぱい大きな声で発表していました。

　この事業を通じて、参加児童は当時１４４名もの尊い命を奪った大正泥流の悲惨さ、恐ろしさを改めて知ると

ともに、今では私達へたくさんの恵みをもたらしてくれる十勝岳の素晴らしさ、美しさを学びました。

　代表で賞状を授与された高木梨沙さんに感想を聞きました。

高木梨沙さん（西小学校４年生）

「絵本をつくるとき、大変だったけど、改めて私たちの町の歴史を知ったこと
と、こんな素晴らしい賞をもらえて嬉しかったです。道庁にもはじめてこれて
感動しました。絵本の読み聞かせ発表会も緊張しましたが、一生懸命練習した
ので上手にできました。絵本をつくったみんなで表彰式に参加できて、札幌に
これてとても良かったです。」

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっったたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
「伝えたい北海道の物語」形成事業


